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　栽植密度によるコ ム ギ分げつ の出現および生存につ い ては様々 な検討がなされてきたが ， 分げつ の 出現 と枯死
の 具体的な時期お よびその変動につ い ては十分に検討 されて い ない そこ で 、本研究では栽植密度が分げつ の 出
現時期 と枯死時期、 および個体あた りの出現茎数や最終的な生存茎数に及ぼす影響 こつ い て調査 した．

　【材料 と方法】

　供試品 種は 「さぬきの夢 2000亅 で ある．2003 年 11月 18 日に，1列 1．2m
，
列 間 20   で ドリル 播状に播種し

た．栽植密度は 100
，
　150，　250個体 m

・2 の 3 処理区で，各処 理区 に 3 つ の 反復区を設けた．なお略称 として栽植
密度を D とし，D100，　D150 ，　D250 の よ うに表記 した．肥料は元肥 と して N ：P ：K の 各成分量を 6 ：48 ：6　kg10a’i
播種前に施肥し，追肥は 2004年 3 月 4 日に硫安を N 成分量で 2］  10a’1与えた．出芽以降 各反復 8 個体 （各
処理区 24個体）を対象 に個体あた り茎数の推移を非破壊で継続調査する とともに，主茎の葉齢 と全て の分げつ の

出現日，枯死 日お よび収穫時の生存茎数を記録 した．なお ， 枯死 の判断基準は、分げっ が黄色化 した状態とした．
主茎の葉齢は，最上位抽出葉であ る第 n 葉の

， 第（n−1）葉の 葉関節か ら上 に で て い る部分の長 さ（a）とその第（n −1）
葉の葉身の長 さ〈b）を測定 し，

「鮹 n
・1）＋（ab）xO 。8」 （松崎 ら 1983）の 式を用 い て算出 した．また，播種 日か ら

の 有効積算温度に対する個体あた り茎数（主茎を含む）の 推移 に対 し，茎数が増加す る期間の み を対象に斑 d眺
の生長モ デル を適用 し，

モ デル パ ラ メ
ー

タ か ら分げつ の増加期間 と増加曲線の変曲点を推定した．なお ， 有効積
算温度は播種日を   d とし，次式によ り算出 した ．有効 積職 臨 Σ ｛（』 nax ＋丁加 n ）ノ2・Tb｝．こ こ で，　Tmax ，
Tnim は 1 日の 最高お よび最低気温 Tb は基準温度（0℃）である．各茎の 名称は，主茎 をMS ，主茎の鞘葉節お
よび第 1葉か ら第 5 葉の葉腋か ら出現する

一
次分げつ を順に TO〜T5 とした．また，　T1 の プ ロ フ ィル ，第 1葉，

第 2 葉の 葉腋か ら出現する二次分げつ を順に T10，
　T11，

　T12 とし，
　T2 以降および三次分げつ も同様 とした．

　【結果 と考察】
・全て の 栽植密度で 出現が認め られた分げつ の 出現率， 生存率を第 1表 に示 した．出現率嫉 丁5 お よびその 同
伸分げつ である T100，　T12，　T21

，　T30 におい て ， 栽植密度が高くなるほ ど減少する傾向にあっ たが，それ以
外 の 分げっ で は栽植密度に よる大きな差はみ られ なか っ た．生存率は，T3 ，

　T4 お よひそれ らの 同伸分げづ で あ
る T10，　Tll，　T20 に お い て栽植密度が高 くなるほ ど減少する傾向にあ っ た．また ，

　T5 お よびその 同伸分げつ

は い ずれ も生存しなか っ た．なお ， im は出現率，生存率 ともに D100
，
　D250，　D150 の順に高か っ た．

・同伸葉同伸分げっ 理論 （片山　1951）による，分げつ の 出現時主茎葉齢 の 理論値および実際 の 観察1直との 関係
を第 2 図に示 した．収穫時に生存 して い た分げつ は 主茎 の低位分げつ とその 同伸分げつ で多く，これ らは理論
値 と観察値の差が小 さか っ た．一方 ， 枯死 した分げつ は主茎 の高位分げっ とそ の 同伸分げっ で多く，これ らは理
論値 と観察値の差が大きか っ た．こ の 傾向は栽植密度が高くなるほ ど顕著であっ た．
・茎数 の 増加期間中にお ける有効積算温度 を基準 と した個体あた り茎数 の 推移には ， い ずれの 栽植密度 も
R甑 ds の生長モデル が適合 した（第 2図〉．反復ごとに茎数の増加期間と増加曲線の変曲点を推定し，これ らの
値を栽植密度問で比較した ところ，栽植密度が高くなるほ ど増加期間は短 く， また変曲点は早ま る傾向にあっ た．
（第 2表）．
・個体あたりの 出現茎数 と収穫時茎数は ともに，栽植密度が高い ほ ど有意に減少 し，有効茎歩合は密度が高い ほ
ど減少する傾向にあ っ た（第 2表）．
・有効積算温度を基準とした各分げ つ の 出現時期お よび枯死時期を第 3 図に示 した．出現時期は D250 の T4 と
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　以上の結果よ り，栽植密度が低い ほ ど分げつ の 増加期間が長く，遅 く出現する分げっ が多い こ とで 出現茎数
が多くなっ たが，各分げっ の 出現時期に は栽植密度による影響はない こ とが明らか となっ た．これに対して ，同
伸葉同伸分げっ 理論に よる分げつ 出現時の 理論値と実際の 出現時の 差が大きい 分げっ ほ ど枯死 しや すい こ とが
確認 されるとともに，多くの分げつ で栽植密度が高くなるほ ど枯死時期が早まる こ とが明 らか となっ た．
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第 1表 分げつ 別出現率および生存率．

　 　 　 栽植密度　 丁9
　 　 　 　 DLOO 　 29．2　 at

出現率 （X）　 D150 　　2，8　 a

　 　 　 　 D250 　　16．7　a
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　　　　　　　　出現 時主茎葉齢 （理 論 値 ）

第 1図．同伸葉軻伸分げ つ 理論に よ

る ， 分げつ の出現時主茎葉齢の 理論

値およびi萪際の 勧擦値との 関 係．○

｝嬾 寺に生存した分げつ の ，●は

枯死 した分げつ の 出現時主茎葉齢

を表す．
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第 2 図．有効積算温度を基準とし

た個体あた り茎数の推移．曲線は

茎数の 増加期間中に Richardsの

生長 モ デル （図中の 式）を適用 し

た推定値 シ ン ボル （白抜き）は

実測 直 シ ン ボル （黒塗り）は収
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第 2 表 個体あた り出現茎数 収穫時茎数 有効茎歩合，お よび R  曲 の 生長モ デル で推定 した

分けし
っ の増加期間お よび贈加曲線の 変曲点
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第 3 園 有効積算温度を基準 とした各分げつ の出現時期および枯死時期．図中の縦俸は標準i 誤差を表す 分げ

つ 別の …戡植密度間の 比較におい て ，異なるアル フ ァ ベ ッ ト間に 5％水準の有意差がある（Tbkeyの HSD 検定）．
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